
問

新
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
整
備
の
事
業
手
法
に
つ

い
て
は
、
国
の
指
針
に
基

づ
く
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
可
能

性
調
査
を
、
令
和
６
年
度

に
実
施
予
定
と
さ
れ
て
い

る
。Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
で
は
、
公

設
直
営
か
ら
民
設
民
営
に

変
わ
り
、
自
治
体
の
公
的

責
任
が
後
退
す
る
。

教
育
の
一
環
で
あ
る
給

食
が
、
単
な
る
昼
食
サ
ー

ビ
ス
に
代
わ
る
恐
れ
が
あ

る
。民

間
企
業
が
利
益
を
出

す
方
法
は
、
人
件
費
や
食

材
費
を
減
ら
す
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
子

ど
も
た
ち
に
く
る
と
危
惧

し
て
い
る
。

ま
た
、
整
備
計
画
は
新

セ
ン
タ
ー
開
設
後
、
１
セ

ン
タ
ー
に
統
合
を
検
討
、

当
面
櫛
引
セ
ン
タ
ー
か
ら

始
め
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
、
１
セ
ン
タ
ー

に
統
合
す
る
こ
と
は
リ
ス

ク
が
大
き
い
。

搬
送
時
間
と
距
離
の
問

題
、
調
理
と
児
童
生
徒
の

距
離
、
食
材
と
児
童
生
徒

の
距
離
で
、
食
育
に
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
懸
念
が
あ

る
。当

局
の
見
解
は
ど
う

か
。

教
育
部
長

令
和

年
の

11

開
設
に
向
け
て
、
今
年
３

月
に
整
備
基
本
構
想
を
策

定
し
た
。

今
後
の
検
討
課
題
の
一

つ
と
し
て
、
民
間
活
力
を

含
め
た
事
業
手
法
の
検
討

を
挙
げ
て
い
る
。

国
の
指
針
で
人
口

万
10

人
以
上
、

億
円
以
上
の

10

事
業
を
行
う
場
合
に
は
、

民
間
活
力
を
含
め
た
い
わ

ゆ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
手
法
を

検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
設

計
、
建
設
、
維
持
管
理
を

一
括
発
注
す
る
こ
と
に
よ

り
、
財
政
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
。

整
備
費
運
営
期
間
中
の

修
繕
費
を
、
民
間
側
が
資

金
調
達
す
る
こ
と
に
よ

り
、
財
政
負
担
の
平
準
化

を
図
ら
れ
る
。

民
間
の
事
業
機
会
が
広

が
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
。

事
業
手
法
は
、
今
年
度

予
定
し
て
い
る
簡
易
評

価
、
６
年
度
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
可
能
調
査
の
結
果
を
受

け
て
決
定
す
る
。

県
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
、
山
形
、
上
山
、
東

根
の
３
市
で
、
す
で
に
Ｐ

Ｆ
Ｉ
事
業
を
導
入
し
て
お

り
、
米
沢
市
で
も
導
入
予

定
と
聞
い
て
い
る
。

目
指
す
新
セ
ン
タ
ー
像

と
し
て
、
食
文
化
を
継
承

し
、
児
童
生
徒
の
笑
顔
あ

ふ
れ
る
安
心
安
全
な
学
校

給
食
の
提
供
が
あ
り
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

献
立
作
成
は
、
引
き
続

き
市
で
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

食
材
調
達
な
ど
主
要
業

務
に
つ
い
て
も
、
行
政
が

担
っ
て
い
る
状
況
だ
。

仮
に
民
間
委
託
に
な
る

場
合
で
も
、
適
切
な
要
件

を
設
定
す
る
こ
と
に
な

り
、
安
全
安
心
な
給
食
の

提
供
に
あ
た
っ
て
い
く
。

セ
ン
タ
ー
の
統
合
に
つ

い
て
は
、
各
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
稼
働
率
が

％
～

33

％
と
い
う
状
況
で
、
設

63備
の
維
持
、
光
熱
費
な
ど

経
常
経
費
が
か
さ
む
要
因

と
な
り
、
非
効
率
的
な
状

況
が
課
題
で
、
統
合
を
検

討
し
て
い
く
。

セ
ン
タ
ー
の
配
置
は
、

現
時
点
で
決
定
す
る
も
の

で
な
く
、
児
童
生
徒
数
の

推
移
や
、
地
域
の
意
見
、

各
施
設
の
稼
働
率
、
老
朽

化
の
状
況
、
給
食
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
、
本
市
の
財
政

状
況
な
ど
、
個
々
の
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
判
断
し
て

い
く
。

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
栄
養
教
諭
が
行
う
学

校
訪
問
や
、
施
設
見
学
に

よ
る
食
育
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
、
食

中
毒
や
災
害
に
よ
る
給
食

の
全
面
的
な
停
止
を
回
避

す
る
た
め
に
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）
の
導

入
な
ど
に
よ
る
衛
生
管
理

の
徹
底
や
、
施
設
の
強
靭

化
を
検
討
し
て
い
る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ࣝ

Ȫ
ᅧ

Ɏ
ढ़
࡞
ݱ
ȇ
Ʌ

決
せ
ず
、
無
辜
（
む
こ
）
の
人
々
の
命

と
暮
ら
し
が
破
壊
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

武
力
に
拠
ら
な
い
国
際
紛
争
の
解
決
と

い
う
日
本
国
憲
法
の
理
念
が
い
よ
い
よ

大
切
で
す
。
▽
私
は
吉
村
知
事
に
日

本
国
憲
法
と
平
和
に
関
わ
る
質
問
を
6

回
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
の

質
問
に
知
事
は
、
「
（
憲
法
の
）
恒
久
平

和
は
県
民
・
国
民
の
希
求
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
私
た
ち
自
身
が
将
来
の
世
代
に
繋

い
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
▽
一
方

県
議
会
で

は
自
民
党
が
、
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
の
安
保
法
制
、
秘
密
保
護
法
等
々

の
請
願
・
意
見
書
に
対
し
て
、
憲
法
を

否
定
す
る
立
場
か
ら
の
議
決
の
強
行
を

重
ね
て
い
ま
す
。
▽
世
界
と
日
本
の
平

和
を
願
う
県
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
、
県
議
会
か
ら
も
平
和
主
義
の
発
信
を

図
り
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
中
東
・

ガ

ザ
で
の
武
力

衝
突
の
惨
状

が
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
中
東

カ
国
１
地
域
（
外
務
省
の
分
類
）
出

15身
者
で
本
県
在
住
者
は1

0

名
未
満
。
本

県
か
ら
進
出
し
て
い
る
企
業
は
無
く
、

輸
出
額
約
３
億
４
千
万
円
・
輸
入
額
約

億
円
。
県
の
交
流
は
、
技
能
五
輪
全

1国
大
会
が
山
形
で
開
催
さ
れ
た
Ｈ2

8

年
、
同
五
輪
世
界
大
会
開
催
地
で
あ
る

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
駐
日
大
使
を
招
い

た
事
く
ら
い
で
す
が
、
青
年
海
外
協
力

隊
で
派
遣
さ
れ
た
本
県
出
身
者
は

人
10

を
数
え
ま
す
。
直
接
の
縁
は
深
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
を
含
む
多
数
の
死

傷
者
の
姿
に
は
強
く
胸
が
痛
み
ま
す
。

▽
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
ど
ち
ら
の

行
為
も
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
戦
争
で
問
題
は
解

NO.２３６８
２０２３．１０．２２
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９
月
８
日
の
鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例
会
一
般
質
問
で
、

日
本
共
産
党
市
議
団
の
長
谷
川
剛
議
員
が
、
学
校
給
食
に

つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

学
校
給
食
の
民
営
化
検
討
や
め
よ



問

有
機
給
食
の
推
進

は
、
食
の
安
全
へ
の
対
応

や
、
地
域
農
業
と
地
域
社

会
の
維
持
存
続
に
必
要
で

あ
る
。

子
ど
も
に
限
ら
な
い
食

育
と
な
り
、
子
ど
も
の
保

護
者
や
農
家
、
学
校
関
係

者
や
地
域
住
民
の
食
育
も

可
能
に
な
る
。

今
の
新
セ
ン
タ
ー
は
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
給
食
セ

ン
タ
ー
だ
。

鶴
岡
に
し
か
で
き
な

い
、
子
育
て
世
代
に
選
ば

れ
る
ま
ち
は
、
給
食
発
祥

の
地
と
し
て
の
日
本
一
の

学
校
給
食
を
進
め
る
こ
と

に
あ
る
と
考
え
る
が
、
見

解
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

有
機
給
食
に

つ
い
て
は
、
つ
や
姫
の
提

供
、
昨
年
度
か
ら
は
ベ
ビ

ー
リ
ー
フ
を
取
り
入
れ
た

献
立
を
考
案
し
て
提
供
し

て
い
る
。

地
元
生
産
者
や
関
係
団

体
の
協
力
を
得
て
、
出
来

る
限
り
地
元
食
材
や
有
機

農
産
物
を
確
保
し
て
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
。鶴

岡
ら
し
い
食
育
の
推

進
と
し
て
、
地
域
の
郷
土

食
や
伝
統
料
理
、
給
食
が

始
ま
っ
た
当
時
の
献
立
を

再
現
し
た
昔
の
給
食
の
提

供
な
ど
、
魅
力
あ
る
給
食

の
提
供
に
努
め
て
い
る
。

廃棄物対策課入札結果（ ）内は予定価格
10月12日入札分

・市一般廃棄物最終処分場維持管理用クレーン設置等工事
中止

農山漁村振興課入札結果（ ）内は予定価格
10月12日入札分

・林道戸沢口線道路改良工事（戸沢地内）（入札1業者）
(有)日本海重機建設 2,245,000円（2,512,000円）工期～12/15（落札率89.37％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
10月12日入札分

・市道文下馬場添荒井京田線防雪柵設置工事（播磨地内）（入札2業者）
有賀建設(株) 4,000,000円（4,390,000円）工期～6/3/11（落札率91.12％）
・市道大泉橋一日市町線電線共同溝管路工事（本町二丁目地内）（入札4業者う
ち1業者辞退）
(株)山口工務店 54,200,000円（54,790,000円）工期～6/3/22（落札率98.92％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月12日入札分

・市集落排水事業 三瀬地区管路施設89～109号新設工事（三瀬地内)（入札7業
者）
(株)誠朋建設 149,800,000円（152,870,000円）工期～6/3/29（落札率97.99％）

10月10日入札分
・市公共下水道事業 汚水2E064号路面復旧工事（宝田二丁目地内）
中止
・市公共下水道事業 汚水K103～K110号新設工事（下小中地内）（入札8業者）
(有)今野建材工業 25,900,000円（26,740,000円）工期～6/3/8（落札率96.86％）

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
10月5日入札分

・市立荘内看護専門学校移転新築工事(２か年事業)（泉町5-92,5-93,5-94,5-98,
5-134,5-13）（入札4企業体）
鶴岡建設・マルゴ・佐藤組 特定建設工事共同企業体

976,000,000円（979,100,000円）工期～7/3/25（落札率99.68％）

「
食
と
緑
と
技
の

祭
典
、
つ
る
お
か
大

産
業
ま
つ
り
」が

、
14

日
に
小
真
木
原
運

15動
公
園
で
開
か
れ
ま

し
た
。日

は
天
候
に
恵

14
ま
れ
、
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

民
営
化
を
推
進
す
る

自
治
体
は
、
コ
ス
ト
の
削

減
を
実
現
で
き
る
と
説
明

し
て
き
た
が
、
取
り
込
ま

れ
た
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

内
容
や
、
そ
の
効
果
は
明

ら
か
で
は
な
く
、
コ
ス
ト

削
減
が
ど
の
程
度
達
成
さ

れ
た
の
か
は
、
必
ず
し
も

明
ら
か
と
な
っ
て
い
な

い
。さ

ら
に
、
調
理
業
務
を

献
立
作
成
業
務
と
切
り
離

し
て
民
間
事
業
者
に
委
ね

る
こ
と
は
、
学
校
給
食
法

の
趣
旨
に
適
う
も
の
で
は

な
い
。

学
校
給
食
の
安
定
的
供

給
や
、
安
全
性
、
質
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
を
招
く
お
そ
れ
が

あ
る
な
ど
、
子
ど
も
の
権

利
保
障
の
観
点
か
ら
も
問

題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

民
営
化
の
手
法
は
取
る

べ
き
で
な
い
。

地
場
産
利
用
率
の
向
上
は

問

昨
年
度
は
、
鶴
岡
市

有
機
農
業
推
進
協
議
会
の

有
機
米
つ
や
姫
が
、
２
回

学
校
給
食
に
提
供
さ
れ

た
。地

場
産
利
用
率
を
高
め

る
こ
と
は
、
全
国
の
学
校

給
食
で
当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
。

今
後
は
、
有
機
給
食
に

取
り
組
む
課
題
が
大
き
く

な
る
が
、
セ
ン
タ
ー
方
式

で
は
有
機
給
食
に
取
り
組

み
に
く
く
な
る
。

現
在
、
野
菜
や
魚
の
地

場
産
の
使
用
率
は
ど
の
程

度
か

教
育
部
長

米
や
大
豆
は

ほ
ぼ
１
０
０
％
、
野
菜
は

目
標
値
を

％
と
定
め
、

50

２
つ
の
Ｊ
Ａ
、
４
つ
の
協

力
農
家
組
織
の
６
つ
の
団

体
と
栽
培
品
目
、
納
入
価

格
に
つ
い
て
協
定
書
を
締

結
し
、
品
目
や
納
入
量
の

拡
大
に
よ
る
目
標
の
達
成

に
努
め
て
い
る
。

令
和
２
年
度
が

％
、

36

３
年
度

％
、
４
年
度
は

38

％
に
留
ま
っ
て
い
る
状

31況
だ
が
、
大
雨
等
の
天
候

不
順
が
影
響
し
た
の
で
は

と
考
え
る
。

地
元
産
魚
介
類
に
つ
い

て
は
、
未
利
用
・
低
利
用

の
カ
ナ
ガ
シ
ラ
や
シ
イ
ラ

を
フ
ラ
イ
に
す
る

な
ど
、
県
漁
協
と

新
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
に
取
り
組
み
、

％
と
な
り
、
目

33標
の

％
を
超
過

30

し
た
。

地
元
産
利
用
率

の
向
上
は
、
地
元

農
林
水
産
物
の
消

費
拡
大
や
、
食
育
と
い
う

観
点
か
ら
も
重
要
と
考
え

て
い
る
。

有
機
給
食
の
推
進
は

令
和
５
年
度
鶴
岡
市
総

合
防
災
訓
練
が

日
、
斎

15

小
学
校
を
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。

斎
地
区
の
住
民
を
は
じ

め
、
斎
小
児
童
ら
が
参
加
。

体
育
館
に
開
設
さ
れ
た
避

難
所
で
は
、
簡
易
ベ
ッ
ド

や
ト
イ
レ
の
設
営
、
応
急

処
置
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

児
童
は
、
消
火
器
に
よ

る
消
火
訓
練
や
煙
体
験
、

ク
イ
ズ
な
ど
で
防
災
に
つ

い
て
の
意
識
を
高
め
ま
し

た
。市

民
文
教
常
任
委
員
の

長
谷
川
剛
市
議
が
参
加
し

ま
し
た
。


